
東日本大震災・対策本部ニュース

　東日本大震災

ろっこう医療生協・対策本部〈本部長・金丸正樹〉

（ろっこう医療生協・本部内　℡　078-802-3424）

■ 第14陣は豊山看護師と塩江主任が大船渡市赤崎町を中心に訪問活動しました。

■ 10/6 実行委員会を開催し、取り組み方を協議・決定しました

◎

事務局長：門永事務長、事務局次長：羽田野職員

◎ フェスタ責任者：古市、コンサート責任者：金丸

★ 午前：フェスタ（灘診・本部など）、午後：コンサート（王子動物園ホール）

★
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　　　第14陣・豊山看護師（東雲診）と塩江主任（相談室）の大船渡報告〈10/3～7〉

発
行

「目に見える財産は流されても、心の中の財産は残っている」

実行委員長：武田春代理事、副実行委員長：三木平薬局社
長、須見花たば理事長

当日は、はるばる大船渡市から現地で支援の指揮をとる保
健介護センターの佐藤かおりさん（保健師）をお招きしス
ピーチしていただきます

コンサートチケットの発売は、10/17（月）から、本
部・各事業所にて（全席自由席・先着３００席）

・4日、借り上げ住宅を訪問しました。健康調査票を２件回収
できました。そのうちの１軒では、ご主人は日中瓦礫の撤去作
業をしており、昼食をとるために帰ってきたところをお会いする
ことができました。「待ってました」と言わんばかり、いろいろな
お話を聞かせてもらうことができました。【写真・右】

・借り上げ住宅を訪問すると「（調査票を）回収に来るのを待っ
てた。1か月以上来ないので忘れられたと思ってた」と。それか
ら被災後の体調のことや今の心境を涙ながらに話された。「目
に見える財産は流されたけど、心の中の財産は残っている。」
とおっしゃった言葉は印象的でした。

・【写真・左】の中央の方は借り上げ住宅で独居生活をされ
ています。被災前は洋裁の先生をされていましたが洋裁の
道具は津波に流されてしまいました。唯一水に浮かんでい
た型取りボディを回収することができました。被災した自宅
を見ることができず、近づくと動悸がしてくる状態が続いて
います。そんな中、生活の落ち着きと同時に趣味の洋裁を
少しずつ始めることが出来るようになりました。私たちの訪
問を喜んでくださり「ボランティアさんから元気をもらってい
ます」と言ってくれました。
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心つないで


